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ペレット製造

燃料棒製造

燃料集合体製造

立会検査
（抜取検査、
記録確認）

工程監査

巡視

現地駐在体制

輸入燃料体検査補正申請書の記載概要

（平成２９年６月２日補正申請）

平成２２年１月２６日付け申請の

検査および品質保証活動の計画に

対する結果等について追加提出

備 考

申請書の構成 記載概要

本 文

燃料の種類、初期濃縮度、

燃焼率、燃料体の構造、

燃料体の個数、製造者、

使用発電所、検査希望年

月日および場所

［製造体数１６体］

燃料体の個数について、燃料体番号が確定した

ことから、燃料体番号（KGKT33～48）を追記

添
付
書
類

添付書類一～添付書類四は添付不要

一．燃料体の耐熱性、耐放射線性、耐腐食

性、その他の性能に関する説明書

二．燃料要素の強度計算書

三．燃料体の構造図

四．加工のフローシート

実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則

に基づき、補正申請時は添付不要。

五．燃料材、

燃料被覆材、

その他の部品の

組成、構造、強

度等に関する試

験の結果に関す

る資料

検査の結果 当社は、製造の工程ごとに抜取検査を実施し、

品質記録の記録確認を実施した結果、ペレット、

燃料棒、燃料集合体およびその他の部品に対す

る全ての輸入燃料体検査項目について合格であ

り、ＭＯＸ燃料が定められた仕様を満足してい

ることを確認した旨を記載。

六．品質保証に関

する説明書

ＭＯＸ燃料の調達に係る

調達先の評価、品質保証

活動の結果

ＭＯＸ燃料の製造期間を通じてメロックス工場

に当社社員を１人～６人（延べ約４００人・

日）を派遣し、検査・試験管理、製造状況の確

認等の品質保証活動を第三者機関を活用して実

施することにより、当社要求事項を満たすＭＯ

Ｘ燃料が製造されたことを確認した旨を記載。

（表参照）

また、異常事態の発生に備え、規制当局等への

連絡方法、体制を事前に定め、製造開始前の連

絡訓練により機能することを確認した旨を記載。

（ＭＯＸ燃料の製造結果を踏まえ朱記箇所を更新）

高浜発電所第４号機用ウラン・プルトニウム混合酸化物（ＭＯＸ）燃料に係る輸入燃料体検査補正申請書の概要について

メロックス工場でのＭＯＸ燃料製造

・当社の立会検査を４２回実施

ペレット工程監査

燃料棒工程監査

燃料集合体工程監査

・ペレット、燃料棒、集合体
の工程ごとに工程監査を
３６日実施

当社向けＭＯＸ燃料の製造・検査の工程を毎日巡視（休日除く）

・派遣体制： １人～６人 （延べ約４００人・日）
・現地駐在責任者１人、検査・巡視員１～３人の体制。
なお工程監査時は監査チームが加わる。（重複有り）
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図 ＭＯＸ燃料の構造図

高プルトニウム含有率燃料棒

中プルトニウム含有率燃料棒

低プルトニウム含有率燃料棒

制御棒案内シンブル

炉内計装用案内シンブル

表 製造期間を通じた品質保証活動の具体的実績の説明


